
パッケージ研修支援 事例集 

府立藤井寺支援学校  

テーマ：「主体的・対話的で深い学び」「観点別学習状況の評価」 

概要 
  全体会（オンデマンド）で、学習指導要領を踏まえた重度重複障がいのある子どもの教科指導の

ポイントなどについて確認しました。研究授業は、中学部生徒５名（自立活動を主とする教育課程）

を対象とし、国語科（みるきく）の授業を行いました。研究協議では、生徒の「主体的・対話的で深い

学び」を見取る方法や観点別学習状況の評価方法について考え、「活動分析表」を用いて、生徒の

学習を評価する方法を共有し、指導方法等の改善につなげるよう提案しました。 
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【オンデマンド配信】 ９月 25日（月）～10月 6日（金） 

「学習指導要領と重度重複障がいのある子どもの教科指導のポイントなどについて」 

支援教育推進室指導主事より（以下資料より抜粋） 

学習指導要領のポイントでは、「育成すべき資質・能力」、「主体的・対話的で深い学びの実現」

について講義しました。学習指導要領に基づき、めざすべき子どもの姿を明確にして教育活動を行

うことの重要性を共有しました。また、「国語」「算数」（小学部１段階）等の教科を例に、１段階にお

ける児童・生徒の姿、指導内容のポイント、目標と内容等について説明をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語（小学部１段階）における児童・生徒の姿

【 考】 別支援学校学習指導要領 説 教科等 （小学部・中学部）、 成    月、 部科学 
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 阪府教育センター 

研究授業 学  ・ 教 科 ： 

単 元 名 ： 

中学部 A１グループ 

「 せんせい もうい かい 」（国語科） 
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本単元は、『おとう んもうい かい ゆうえんち』の絵本を題材にして、生徒の   

の  を高めることと、前庭 に刺激を与える楽しい遊びを して、生徒たちに「も と

したい」という思いを喚起 せ、自分の思いや要求を他者に表出することを目標にしま

した。小学部１段階の目標設定グループでは、  な との  りの中で、  が 

 することや、  によ て  の  に  があることに づくように働きかけを行

いました。 

学習評価では、聴覚・視覚等の諸感覚について、どこまで感覚別にみとれて

いたか、どのように客観性をもって評価を行うかについて議論しました。 

そのような課題を解決する方法として、子どもの活動を分析する評価表の作

成を提案し、作成を試みていただきました。 

成果 
「活動分析表」を活用することで、授業の担当者間で、授業のね いや児童生徒の実態を把握する観

点を統一することができたり、児童生徒の  を客観的に記録したりすることができるとい たメ ットが

明 かになりました。 

  また、中学部で行 てきたパッケージ研修支援を動画にまとめ、全校の教員に見ていた くことで、今

後、授業においては、「 に け せたい力について教員間で共 認識をもつこと」、「共 した指標をも

 て評価すること」などを 識して実践するように共 理 を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート 

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 実施前 ② 実施後 

 
（ 想やご 見より） 

・今まで、指導案 けでは、授業の中で見ていた きたい観点について、共有しき ていないと  

ることがありました。 の点について具体的に共有できるので、「活動分析表」は有効な 立て と

  ました。また、このようなツールがあると、普段、授業に入 ていない教員が授業に入 た に、ど

のような観点で見  よいのかが分かるのではないかと考えます。中学部は、授業の主担者が評価

を書きますが、授業の中で、生徒一 ひとりの  をすべて見取ることが しいときもあります。 の

ため、ＴＴの教員が、共 の観点で、毎回生徒の 子の記録をとることで、授業の中での生徒の  

をと えることができると思います。また、課題の妥当性について検討する の資料としても活用でき

ると考え  、授業改善にも役立たせることができるのではないかと  ました。 
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